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一週目には OSCE の見学もさせていただきました。OSCE は全て英語で行われます。日本では診療態度
に重きが置かれますが、マレーシアでは実際の医師のように診断し、治療方針を説明するところまで求めら
れます。先生が演じる糖尿病患者に検査値を説明し、診断（糖尿病の診断基準を満たしているか先生に問わ
れる）し、治療方針と治療薬の説明を患者役の先生にするというものでした。どの薬を、どんな容量で処方
するかまで問われており、難易度が高いものでした。
二週目には末期の癌患者の入院するホスピスに見学に行きました。末期の癌患者をどのように管理するか
だけでなく、本人やその患者にどのように接し、最期のときを迎えるサポートをしていくかという授業をし
ていました。
三週目には結核外来の見学をさせていただきました。移民の人に結核患者が多く、若い人の患者も多く見
受けられました。経済的な事情からか、全体的に日本に比べコンプライアンスの良くない患者が多い印象を
受けました。ちなみにサージカルマスクでの見学だったのが少し意外というか感染しないか不安でした（マ
レーシアの学生で感染した生徒が昨年度に出たらしいです……）。結核外来の見学は希望性だったので、興
味がある方は先生に申し出ると見学させてもらえます。私たちは見学しませんでしたが、AIDS 病棟の見学
も可能なことがあるので先生に早めに相談されると良いと思います。
７．全体を通して
同じ医学部でもマレーシアと日本では重きを置いているところが違っていて興味深かったです。特に学生
主体の授業スタイルは、学生自身が調べて責任を持って全体の前で発表するため、真剣に授業の準備を進め
ており、良い授業スタイルだと思いました。先生が授業をする形式に比べ、提供できる情報量は少ないよう
に感じましたが、知識の定着という観点では良い授業方式だと感じました。日本の医学教育にも部分的に取
り入れていけたら良いのではないかと思いました。
マレーシアの学生はとても親好的で、休日には観光に連れて行ってくれたり、授業の面倒を見てくれたり
と本当にお世話になりました。素敵な友人が出来て良かったです。
事前に期待していたものと全く同じかと言われるとそうではありませんでしたが、海外実習に行ったこと
に後悔はありません。行ってきて本当に良かったです。もし、どうしようか悩んでいる人がいるなら、海外
実習に行くことを絶対オススメします
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